


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































?キリスト教世界に学問が登場してから、新しい知識をもった多くの人たちが宗教の諸問題に関して研究し論争してきた。すなわちその諸 題とは、ここ七 八世紀の間ずっと聖職者たちによって考え出されてきた?宗教儀式上の?作法、原理、規則をめぐってであり、また聖書と聖伝、教皇と公会議、古代の教父、最近のスコラ学者と決疑論者、教会権力と世俗権力など、それぞれの権威をめぐってであった。君主と党派 利害や感情が入り交
教養形成期のウィリアム・テンプル11
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として旅先に選ばれたはずの?安全? 国のフラ ス 、必ずしも?安全?でなかった は皮肉であった。おそらくテンプルは、
宰相マザランが高等法院のメンバーを逮捕したことをきっかけにパリ市民が蜂起し、
市街にバリケー
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